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平成２４年度第１回公立大学法人熊本県立大学経営会議 
議  事  録 

 
日 時：平成２４年６月１２日（火）午後２時３０分～午後４時４０分 
場 所：公立大学法人熊本県立大学大会議室 

出 席：副理事長（学長）古賀 実 
理事（事務局長）益田和弘 
理事      小栗宏夫 
委員      閌 幸 枝 
委員      丸本文紀 
委員      安田公寛※ 

※印は、公立大学法人熊本県立大学経営会議運営規程第３条第１項の規定に基づく書面での意思表示による出席者。 

欠 席：五百旗頭真理事長、石原靖也委員 
事務局：田代次長、阪本企画調整室長、福永総務課長、西本教務入試課入試班長、

安達学生支援課長、前田地域連携センター事務長、田中学術情報メディ
アセンター事務長、川上総務課総務班長、浅川総務課財務班長、北島企
画調整室主幹 

 
１ 辞令交付  
 
２ 開会（進行：田代次長）  
   
３ 副理事長あいさつ 

 
４ 委員紹介 
 
５ 議 題（議長：古賀副理事長） 
（１）審議事項 

① 平成２３年度業務実績報告書について 

事務局から、熊本県公立大学法人評価委員会へ提出する平成２３年度業務
実績報告書及び第１期中期目標に係る業務実績報告書の共通事項として、資
料１－１に基づき趣旨、審議・検討スケジュール及び評価委員会が行う評価
の手順について、続いて資料１－２（自己評価の概要）、資料１－３（業務
実績報告書）について、自己評価がＢ評価となった項目と経営に関係のある
項目を中心に説明があった。  

審議の結果、案のとおり承認した。 
 

  ② 第１期中期目標に係る業務実績報告書について 
事務局から、資料２－１に基づき自己評価の概要について、資料２－２に

基づき業務実績報告書について、全体の状況と自己評価がＢ評価となった項
目を中心に、第２期中期計画への繋がりにも触れながら説明があった。  

審議の結果、案のとおり承認した。 
 

③ 平成２３年度決算について 
事務局から、平成２３年度決算に関し、資料３－１及び資料３－２に基づ
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き財務諸表について「利益の処分に関して、積立金２５６百万円については、
次期中期で教育研究の質の向上等について活用するため、繰越という形で資
金を計上したいと考えており、今後、設立団体である県に対して繰越申請を
行う予定である。」等の説明があった。続いて、資料３－３（決算報告書）、
資料３－５（承認までのスケジュール）について、説明があった。また、資

料３－６（会計監査人の監査報告）、資料３－７（監事の監査報告）につい
て、それぞれ適正であると報告があった旨の説明があった。  

（資料３－４事業報告書については上記①資料１－３と重複するため説明省
略。）  

審議の結果、案のとおり承認した。  
 

④ 教員採用に係る枠取りについて 
     古賀副理事長から、資料４－１から４－４に基づき、「環境共生学部について、

地域計画学は定年退職者の補充で昨年度も枠取りを行ったが、大学院指導ができる
教授職の条件では人選が進まなかったため、学科で体制を整え職位を教授または准
教授に広げたもの。公衆栄養学は管理栄養士養成施設として重要な科目であること
から前任者の分野変更に伴い補充を行うもので職位は准教授または講師。総合管理

学部について、計量経済学は定年退職者の補充で職位は准教授又は講師、マーケテ
ィング論は転出者の補充で職位は教授又は准教授。４件の枠取りで各専門分野１
名、いずれも平成２５年４月１日の採用予定である。」との説明があった。 

       審議の結果、案のとおり承認した。 
 

⑤ 熊本県立大学客員教授の選考について 
  古賀副理事長から、資料５に基づき、「客員教授制度は、特任教授、特別講師と
ともに整備した特別教員制度であり、本学における教育研究の充実と大学の活性化
を図ることを目的としている。本年３月に本学理事長を退任された蓑茂壽太郎氏は、
造園学、都市農村計画、環境計画の分野において著名な研究者であり、数多くの特
筆すべき教育・研究の業績をあげられている。氏の講義を聞く機会を得られること
は、本学学生の教育にとって大きなプラスになると考えられ、本学客員教授にふさ

わしい人物であり、学長推薦により客員教授に推薦したい」と説明があった。 
審議の結果、案のとおり承認した。 

 
（２）報告事項 

① 平成２５年度入学者選抜の実施方針について 
事務局から資料６に基づき、「平成２５年度の学部の入学者選抜は、特別選抜に

ついては、環境資源学科の推薦入試の募集人員を２名増の５名とし、うち３名以上

を熊本県内高等学校枠とする。併せて同学科の農業・林業・水産科推薦入試を新設

し、募集人員を若干名とする。また、自己推薦型入試について廃止する。一般入試

については、英語英米文学科の前期日程を昨年度比５名増の２５名、後期日程を５

名減の１３名とし、環境資源学科の後期日程を昨年度と比べ２名増の１０名とする。

その他の学科及び大学院については、昨年度と同様で実施予定である。」等の報告

があった。 
 

② 平成２４年度入学者の状況について 
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  事務局から、資料７に基づき、「学部入学者の状況は、定員４８０名に対し５１

７名が入学、男性の割合は３１．５％と昨年度より４．５％程度減少、県内出身者

は７６．８％で昨年度より４％程度減少し平成２２年度と同程度になっている。学

部の定員充足率は、全体で１０７．７％であり理想的な数値となっている。出身校

別では、県内の上位５校くらいまでの顔ぶれは概ね固定化している。県外の志願者

数では、新幹線開業効果もあるのか鹿児島中央高校や甲南高校など鹿児島県の高校

が上位に位置している。大学院の入学状況については、全体の定員充足率は８３．

６％となっている。」との報告があった。 
 

③ 平成２４年３月卒業者の就職等決定状況について 
    事務局から、資料８に基づき、「平成２３年度卒業生の全体の就職率は、最終の

平成２４年５月１日現在、学部別では文学部８４．２％、環境共生学部９３．２％、

総合管理学部９０．０％で、大学全体では前年度を１．８％上回る８９．９％の決

定率であり、本学の就職が非常に苦しかった時期である平成２２年度と平成２１年

度の２ヶ年と比較するとほんの少しだけ上向いてきた印象がある。業種別では、主

なもので、公務員８４名の希望に対し５４名が決定し、教員１５名の希望に対して

８名が決定した。」との報告があった。 
 

  ④ 熊本県立大学未来基金の状況について 
    事務局から、資料９に基づき「基金では、奨学金の充実、ＣＰＤセンターの開設、

国際化事業、若手・女性研究者育成の４つの事業を取り組む事業として掲げ、目標

額を 1億円として募集を行ってきた。基金の管理及び運営についての見直しを行い、

今年度から本経営会議、教育研究会議で管理・運営を行うこととなった。平成２３

年度末収支状況については、収入が約３４百万円で寄附金申し出分を含めると約９

千万円となる。支出については、ＣＰＤセンター整備で約４百万円、奨学金が西部

電気工業奨学金と紫苑会奨学金を合わせて６９０万円、計約１１百万円であり、収

支残高は２３百万円。事業の概要は、奨学金は紫苑会奨学金が平成２２年度９人、

平成２３年度１０人、西部電気工業奨学金が平成２２年度４人、平成２３年度８人

の給付実績。ＣＰＤセンターの施設の概要等は別紙資料のとおりである。」との報

告があった。 

 

４ その他  
 ○次回経営会議は、平成２４年１０月２３日（火）午後２時３０分開催予定で

あることを確認した。 
 
５ 閉会  

以 上 

 


